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合計４年生３年生２年生１年生月年
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表１ 月別、学年別のパスワード発行数の推移
学生向けポータルサイトにおける個人認証システムの構築
表１からは、パスワードの発行が特定の時期に集中していることが分かる。これは、演習科目や実習科目で、
ポータルサイト内の個人パスワードが必要なコンテンツへのアクセスが必要となり始める時期と関係している。2016
年と2017年の10月に、１年生の個人パスワード発行が多いのは、「基礎看護技術演習Ⅰ」のセルフトレーニングの
ベッド予約、および、技術チェック閲覧に必要となるためである。2018年度から、当該科目の開講期が前期となっ
たため、2018年は１年生の個人パスワード発行は４月に多くなっている。また、2016年と2017年の８月に、３年生
の個人パスワード発行が多いのは、各看護学領域別臨地実習で看護技術経験録・自己評価の記録・閲覧に必要とな
るためである。2018年２月も３年生の個人パスワード発行が多いのは、学期末に看護技術経験録・自己評価をまと
めて記録する学生が多かったためと思われる。
Ⅳ．まとめ
ポータルサイトにおける個人認証システムは約２年間問題なく稼働しており、その間に約1,000のパスワードを発
行・管理することできた。ユーザ数数百名程度の小規模なウェブサイトで、ユーザ個人ごとのコンテンツやサービ
スを提供する目的に相応しいシステムであると言える。
今後は、このシステムを拡張し、学生だけでなく、教職員も個人認証ができるようなシステムとし、教職員が
ポータルサイトに「お知らせ」を掲示したり、担当科目の教材をアップロードする際に、本認証システムを利用す
るなど、システムの応用と利活用を図ってゆきたい。
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